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材料力学 I 中間試験問題

(解答の数値は有効数字3桁, π=3.14とする)

/  、ι  )ヽ
「・′

′
｀

問題1 水平に置いた直径 10mm,長 さ1五の軟鋼の円柱がある。両端に10 kNの力を、加
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を受ける構造を作った。棒の重量を軽減するために、棒の内部を同

20 rlln 心円筒状にくり抜くことにし,基 準応力 200N/mm2に 対して,安

全率を4と 設定した。くり抜く円筒の直径はいくらにすればよいか。

問題 3図 のよ】
1断

面
積タ

グ1抄 太い棒 1本 と 断鑢 タ
ング1歩

細い

棒 2本 が 2つ の剛体のブロック接続された構造物があり,全 体の形状は太い棒の中心線に

関して対称であるとする。力Pが この中心線の延長上において,剛 体に外向きに与えられ

ている,本い棒の張ヵ石ど 細い棒1本あた
り?琴 1々♯〕以下の問いに従って求めよ。
(1)力 の釣り合いの式を示せ。

(2)太い棒の伸び4を,石を用いて示せ。 P
(3)細い棒1本あたりの伸びろを■を

用いて示せ。

(4)太 い棒と細い棒の伸びが等しいこと

に着目して、石,r2を求めよ。 l――τ
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剛体壁の間の距離は温度によらず不変とする。
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